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リバウンド青春 

八村塁がダンクシュートを決めると「おぉーっ」

というどよめきの声が広がり、会場の雰囲気が一変

した――。FIBA バスケットボール・ワールドカッ

プ2019（バスケW杯）が8月31日、中国で開幕し

た。13年ぶり出場の日本チームの初戦は、9月1日
に行われたトルコ戦だ。私も上海東方体育中心で生

観戦。残念ながら敗戦となったが、迫力あるプレー

の数々を堪能させてもらった。 
   ★   ★   ★   ★   ★ 
中国はバスケ大国だ。学校スポーツでも普及して

おり、一説によると競技人口は3億人を数えるほど。

1995年に開幕したプロリーグ「CBA」の人気も高い。

李寧（LI-NING）や匹克（PEAK）、安踏（ANTA）
などの国産シューズブランドの存在感も高く、本場

の米NBA選手にも提供している。 
バスケ人気の高さは、2000 年代にNBA で活躍し

た姚明（ヤオ・ミン）によるところが大きいだろう。

身長229cmで“歩く万里の長城”とも称された彼が、

数々のスター選手とマッチアップする姿に中国のフ

ァンが喝采を送ったものだ。 
しかし、それ以上に中国のバス

ケ熱を高めたもう一つの大事なコ

トがある。そう、90年代に一世を

風靡した漫画「灌籃高手」（スラム

ダンク）だ。香港や台湾を含めた

中華圏では、我々の想像を超える

ほどの絶大な人気を誇る。中国人

（特に男性）に日本の漫画の代表

作を聞くと、真っ先にスラムダン

クを挙げることが多い。 
バスケW杯を前にしたある日。

上海の人気クラブでスラムダンク

の主題歌（もちろん日本語）が、

アニメ映像と共に大音量で流れ始

めた。青春時代を思い出すのだろうか、客は大いに

盛り上がり始めた。作品内に登場する鎌倉高校前の

踏切は“聖地巡礼スポット”だ。漫画と同じ構図で

写真を撮り、SNSにアップするのも定番中の定番で

ある。 
さて、この夏、「籃板青春」（リバウンド青春）と

いうリアリティ番組がネット上で話題となった。テ

ンセントが自社動画サイトで配信したこの番組は、

中国の高校生がバスケットを通じて成長する姿を描

いたもの。合宿形式の過酷な練習に苦しむ姿、メン

バー選出時の喜怒哀楽、オフの日に訪れた遊園地で

の笑顔……。まさに若者の青春が画面を通じて伝わ

ってくる。 
彼らの最終目標は日本の高校チームと戦うこと。

まずは8月10日に秋田市で能代工との試合に臨み、

80-70 で見事勝利を収めた。能代工は、スラムダン

クに登場する強豪校「山王工業」のモデルとされ、

バスケファンとアニメファン双方の注目度が非常に

高かった。そして、8月27日には上海市で、夏のイ

ンターハイ王者に輝いた福岡第一と対戦。こちらは

76-81 で惜敗したものの、オンライン観戦者は 1600
万人に上ったという。試合後、ネ

ット上には「日本のチームは団結

力があって素晴らしかった」など

相手を称賛するコメントが複数見

られ、清々しい気持ちにもなった。 
   ★   ★   ★ 
 バスケW杯には32カ国が参加。

まずは8グループに分かれた1次
ラウンドで激しい戦いが繰り広げ

られ、決勝は9月15日に北京市で

行われます。“スポーツの秋”のオ

ープニングを飾るにふさわしい世

界大会。ぜひテレビなどで観戦し

てみてはいかがでしょうか。 
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外国証券等について 
・外国証券は、日本国内の取引所に上場されている銘柄や日本国内で募集または売出しがあった銘柄等の場合を除き日本国の金融商品取引

法に基づく企業内容等の開示が行われておりません。 
 
手数料等およびリスクについて 
①国内株式の手数料等およびリスクについて 
・国内株式の売買取引には、約定代金に対して最大 1.2420％（税込み）、最低 3,240 円（税込み）（売却約定代金が 3,240 円未満の場合、約

定代金相当額）の手数料をいただきます。国内株式を募集、売出し等により取得いただく場合には、購入対価のみをお支払いいただきます。

国内株式は、株価の変動により、元本の損失が生じるおそれがあります。 
②外国株式等の手数料およびリスクについて 
・委託取引については、売買金額（現地における約定代金に現地委託手数料と税金等を買いの場合には加え、売りの場合には差し引いた額）

に対して最大 0.8640％（税込み）の国内取次ぎ手数料をいただきます。外国の金融商品市場等における現地手数料や税金等は、その時々の

市場状況、現地情勢等に応じて決定されますので、本書面上その金額等をあらかじめ記載することはできません。 
・国内店頭取引については、お客さまに提示する売り・買い店頭取引価格は、直近の外国金融商品市場等における取引価格等を基準に合理

的かつ適正な方法で基準価格を算出し、基準価格と売り・買い店頭取引価格との差がそれぞれ原則として 2.75％（手数料相当額）となるよ

うに設定したものです。当該店頭取引価格には手数料相当額が含まれています。 
・外国株式等は、株価の変動および為替相場の変動等により、元本の損失が生じるおそれがあります。 
③債券の手数料等およびリスクについて 
・非上場債券を募集・売出し等により取得いただく場合は、購入対価のみをお支払いいただきます。債券は、金利水準の変動等により価格

が上下し、元本の損失を生じるおそれがあります。外国債券は、金利水準の変動等により価格が上下するほか、カントリーリスクおよび為

替相場の変動等により元本の損失が生じるおそれがあります。また、倒産等、発行会社の財務状態の悪化により元本の損失を生じるおそれ

があります。 
④投資信託の手数料等およびリスクについて 
・投資信託のお取引にあたっては、申込（一部の投資信託は換金）手数料をいただきます。投資信託の保有期間中に間接的に信託報酬をご

負担いただきます。また、換金時に信託財産留保金を直接ご負担いただく場合があります。投資信託は、個別の投資信託ごとに、ご負担い

ただく手数料等の費用やリスクの内容や性質が異なるため、本書面上その金額等をあらかじめ記載することはできません。 
・投資信託は、主に国内外の株式や公社債等の値動きのある証券を投資対象とするため、当該金融商品市場における取引価格の変動や為替

の変動等により基準価格が変動し、元本の損失が生じるおそれがあります。 
⑤株価指数先物・株価指数オプション取引の手数料等およびリスクについて 
・株価指数先物取引には、約定代金に対し最大 0.0864％（税込み）の手数料をいただきます。また、所定の委託証拠金が必要となります。 
・株価指数オプション取引には、約定代金、または権利行使で発生する金額に対し最大 4.3200％（税込み）、最低 2,700 円（税込み）の手

数料をいただきます。また、所定の委託証拠金が必要となります。 
・株価指数先物・株価指数オプション取引は、対象とする株価指数の変動により、委託証拠金の額を上回る損失が生じるおそれがあります。 
 
利益相反情報について 
 この資料を掲載後、掲載された銘柄を対象としたＥＢ等を東洋証券（株）が販売する可能性があります。 

 なお、東洋証券（株）および同関連会社の役職員またはその家族がこの資料に掲載されている企業の証券を保有する可能性、取引する可

能性があります。 

 

ご投資にあたっての留意点 
 取引や商品ごとに手数料等およびリスクが異なりますので、当該商品等の契約締結前交付書面、上場有価証券等書面、目論見書、等をご

覧ください。 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
商号等  ：東洋証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第 121 号 
加入協会：日本証券業協会、一般社団法人第二種金融商品取引業協会 

 

◆ 注注 意意 事事 項項 ◆ 

この資料は、東洋証券（株）が各種のデータに基づき投資判断の参考となる情報提供のみを目的として作成したもので、投資勧誘を目

的としたものではありません。また、この資料に記載された情報の正確性および完全性を保証するものでもありません。この資料に記載

された意見や予測は、資料作成時点の見通しであり、予告なしに変更することがありますのでご注意ください。 
この資料に基づき投資を行った結果、お客さまに何らかの損害が発生した場合でも、東洋証券（株）は、理由の如何を問わず、一切責

任を負いません。株価の変動や、発行会社の経営・財務状況の変化およびそれらに関する外部評価の変化等により、投資元本を割り込む

ことがありますので、投資に関する最終決定は、お客さまご自身の判断でなされるようお願い致します。 
この資料の著作権は東洋証券（株）に帰属しており、電子的または機械的な方法を問わず、いかなる目的であれ、無断で複製または転

送等を行わないようにお願い致します。 
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 審査部審査済 


